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平成２２年2月5日発行 

C O N T E N T S
レジ袋無料配布中止　4月スタート　　 
平成２０年度 町の決算 　　 　 

町職員の給与を公表します　　  

間もなく永平寺町長選挙　　　  

ニュースファイル・まちかどショット    

くらしの情報 

　1月の中旬、一晩で30センチ以上降り積もった雪。大人たちは除雪作業に追われましたが、子どもたち
には“恵みの雪”。吉野幼稚園でもさっそく園庭で雪遊びです。元気に動きまわった園児たちの満面の笑
顔から湯気が立ちのぼるほど。「もう園舎に入るよー」の先生の声も、耳に入らないほどの熱中ぶりでした。 

寒くなんてないよ　だって雪遊びは大好きだもん 寒くなんてないよ　だって雪遊びは大好きだもん 寒くなんてないよ　だって雪遊びは大好きだもん 

こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
掲
載
し
た
く
な
い
人
は
、

届
け
出
た
際
そ
の
旨
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。 

12月届出分（敬称略） 

　
新
住
所
　
　
　
名
　
前
　
　
　 

旧
住
所 

　
名
　
前
　  

性
別  

　
保
護
者
　
　    

住
　
所 

坪
田
　
琴
華
 

服
部
　
　
梓
 

尾
崎
　
榎
泉
 

平
沼
　
諒
介
 

吉
田
　
友
也
 

小
林
　
照
英
 

葛
原
　
悠
弦
 

竹
澤
　
美
緒
 

多
田
　
伊
吹
 

波
多
野
淳
哉
 

植
坂
　
歩
未
 

女
 

女
 

男
 

男
 

男
 

男
 

男
 

女
 

女
 

男
 

女
 

昌
宗
・
康
子
 

　

勲
　

・
　

玲
 

広
治
・
孝
枝
 

貴
宏
・
昌
代
 

裕
亮
・
小
蘭
 

芳
則
・
智
恵
美
 

章
太
・
沙
也
香
 

清
文
・
朱
美
 

和
充
・
亜
伊
 

　

公
　

・
幸
穂
 

浩
史
・
陽
子
 

京
善
 

松
岡
葵
１
 

市
荒
川
 

松
岡
松
ヶ
原
2
 

光
明
寺
 

松
岡
木
ノ
下
１
 

松
岡
学
園
 

諏
訪
間
 

吉
峰
 

東
古
市
 

松
岡
上
合
月
 

こ

と
は

 

あ
ず
さ
 

か
　
　
い
 

り
ょ
う
す
け
 

ゆ
う
や
 

し
ょ
う
え
い
 

ゆ
う
け
ん
 

み
　
　
お
 

い

ぶ

き

 

じ
ゅ
ん
や
 

あ
　
　
み
 

ウ
エ
デ
ィ
ン
グ 

松
岡
木
ノ
下
2
　
関
村
　
慎
二
 
松
岡
木
ノ
下
2
 

 

霜
　
　
　
子
 
福
井
市
 

 

松
岡
薬
師
2
 
谷
口
　
正
樹
 
松
岡
薬
師
2
 
 

 

濱
田
さ
や
か
 
鯖
江
市
 

 

志
比
 

田
中
　
優
紀
 
志
比
 

 

 

　
嶋
　
　
桜
 
鯖
江
市
 

 

松
岡
御
公
領
 
三
田
建
一
郎
 
坂
井
市
 

 

 

古
川
ひ
ろ
み
 
松
岡
御
公
領
 

勝
見
　
　
榮
　
88
　
松
岡
葵
１ 

三
澤
　
作
治
　
73
　
松
岡
下
合
月 

丸
山
正
太
郎
　
84
　
花
谷 

中
野
　
久
義
　
22
　
松
岡
葵
３ 

籔
　
　
竹
之
　
82
　
松
岡
下
合
月 

石
井
　
良
子
　
81
　
吉
峰 

舟
岡
　
輝
雄
　
78
　
松
岡
神
明
１ 

吉
川
　
竹
松
　
75
　
松
岡
薬
師
１ 

青
木
ち
ゑ
の
　
96
　
東
古
市 

北
中
　
　
明
　
74
　
松
岡
小
畑 

前
川
　
作
見
　
75
　
松
岡
領
家 

反
保
は
つ
ゑ
　
93
　
中
島 

前
田
　
　
静
　
68
　
松
岡
松
ヶ
原
２ 

山
口
む
め
の
　
91
　
谷
口 

野
路
　
久
子
　
65
　
松
岡
芝
原
１ 

愛
清
　
健
治
　
79
　
栗
住
波 

藤
田
　
　
進
　
92
　
松
岡
葵
３ 

南
部
　
公
一
　
64
　
栗
住
波 

江
守
　
雅
弥
　
52
　
松
岡
芝
原
３ 

河
野
　
孝
信
　
75
　
光
明
寺 

多
田
　
政
市
　
79
　
松
岡
兼
定
島 

南
　
　
建
三
　
58
　
松
岡
兼
定
島 

中
村
　
朝
子
　
71
　
谷
口 

齋
藤
美
津
留
　
84
　
轟 

　
名
　
前     

年
齢 

住
　
所 

 

ライトアップされた山門（大本山永平寺提供） 

3
654
7
98
11
19～ 14

2

ライトアップされた山門（大本山永平寺提供） ライトアップされた山門（大本山永平寺提供） 

期
　
日

期
　
日
　
2
月
11
日（
木
（
木
・
祝
）〜
13
日（
土
（
土
）
 

時
　
間

時
　
間
　
午
後

　
午
後
6
時
〜
時
〜
8
時
 

場
　
所

場
　
所
　
曹
洞
宗
大
本
山
永
平
寺
境
内

　
曹
洞
宗
大
本
山
永
平
寺
境
内
 

期
　
日
　
2
月
11
日（
木
・
祝
）〜
13
日（
土
）
 

時
　
間
　
午
後
6
時
〜
8
時
 

場
　
所
　
曹
洞
宗
大
本
山
永
平
寺
境
内
 

※
詳
細
は
Ｐ

※
詳
細
は
Ｐ
１８
参
照
参
照
 

※
詳
細
は
Ｐ
１８
参
照
 

う
る
お
い
・
や
す
ら
ぎ
・
人
が
き
ら
め
く
ま
ち
　
え
い
へ
い
じ

平
成
22年
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発
行
　
永
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寺
町
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財
政
課
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おざき　かい くん はっとり　あずさ ちゃん つぼた　ことは ちゃん
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地
球
環
境
保
全

地
球
環
境
保
全
に
向
け
た
小
さ
な
一
歩 

地
球
環
境
保
全
に
向
け
た
小
さ
な
一
歩 

買
い
物
に
は
マ
イ
バ
ッ
グ
を 

買
い
物
に
は
マ
イ
バ
ッ
グ
を 

町
の
８０
％
分
で
ド
ラ
ム
缶
 

　
3
5
0
本
の
原
油
に
相
当
 

町
の
８０
％
分
で
ド
ラ
ム
缶
 

　
3
5
0
本
の
原
油
に
相
当
 

　
い
よ
い
よ
永
平
寺
町
で
も
、
買
い
物
時
に
無
料
で
配
布
さ
れ
て
い
る
レ
ジ
袋
の
無
料

配
布
が
中
止
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
、
買
い
物
の
量
に
応
じ
、
商
店
や
ス
ー
パ
ー
な

ど
か
ら
無
料
で
受
け
取
っ
て
い
た
レ
ジ
袋
は
、
4
月
以
降
は
有
料
で
の
「
販
売
」
に
変

わ
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
レ
ジ
袋
の
受
け
取
り
を
断
っ
た
り
、
各
自
で
エ
コ
バ
ッ
グ
を

持
参
し
た
り
す
れ
ば
、
費
用
を
負
担
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ご
み
を
減
量
し
、
二

酸
化
炭
素
排
出
量
を
抑
え
、
地
球
温
暖
化
防
止
に
向
け
た
、
小
さ
く
て
大
き
な
環
境
対

策
の
取
り
組
み
が
始
ま
り
ま
す
。 

― 

最
終
抽
選
会
に
多
く
の
ご
応
募
を 

― 

１
月
１２
日
に
行
わ
れ
た
第
8
回
 

マ
イ
バ
ッ
グ
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
 

抽
選
会
 

マ
イ
バ
ッ
グ
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
 

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
3
月
で
終
了
し

終
了
し
ま
す
 

マ
イ
バ
ッ
グ
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
 

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
3
月
で
終
了
し

終
了
し
ま
す
 

マ
イ
バ
ッ
グ
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
 

　
　
　
　
　
3
月
で
終
了
し
ま
す
 

　
毎
回
多
く
の
ご
応
募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
「
マ

イ
バ
ッ
グ
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」
に
つ
い
て
は
、

4
月
１
日
か
ら
の
レ
ジ
袋
無
料
配
布
中
止
に
伴

い
、
3
月
末
ま
で
の
応
募
分
で
終
了
し
ま
す
。

最
終
抽
選
会
に
、
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。 

応
募
先
　
協
力
店
店
頭
に
設
置
の
応
募
箱
へ
 

締
切
日
　
3
月
31
日
（
水
）
 

問
合
せ 

町
商
工
会
本
所
　
1
61
‐
0
4
5
6
 

　
永
平
寺
支
所
　
1
63
‐
3
1
1
7 

　
上
志
比
支
所
　
1
64
‐
2
1
7
1

永平寺町におけるレジ袋削減による効果（推計） 
永平寺町における年間使用量…480万枚（※1） 

レジ袋1枚の重量 9.9g 47.52t

区　　分 数値 
（A） 年間使用枚数 

（A×480万枚） 

永平寺町での使用量に換算すると… 
80％削減されれば… 
(A×480万枚×80％)

38.01t
ごみの削減量 

レジ袋１枚の製造 
に必要な原油量 18.3p 87.84s

70.27s
原油の削減量 

レジ袋１kgあたり 
のCO2発生量 1.512kg 71.85t

57.48t
CO2の削減量 

※2

※3

※4

※1　年間300億枚（環境省公表）を永平寺町人口で換算 
※2　スーパーなどで多く使用されるLLサイズで換算 
※3　日本ポリオレフィンフィルム工業組合データより 
※4　(社)プラスチック処理促進協会データより 
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「
永
平
寺
町
レ
ジ
袋
の
無
料
配
布
中
止

に
関
す
る
検
討
会
」
の
最
終
会
合
が
１２
月

１７
日
に
開
か
れ
、
同
様
に
検
討
を
進
め
て

い
た
大
野
市
・
勝
山
市
と
足
並
み
を
揃
え

て
、
今
年
4
月
か
ら
レ
ジ
袋
の
無
料
配
布

を
中
止
す
る
方
針
が
決
議
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
は
、4
月
１
日
の
開
始
日
に
向
け
、

消
費
者
団
体
と
行
政
が
協
力
し
、
住
民
へ

の
広
報
活
動
を
行
う
と
と
も
に
、
現
在
賛

同
を
得
て
い
る
ス
ー
パ
ー
や
ド
ラ
ッ
グ
ス

ト
ア
だ
け
で
な
く
、
町
全
体
の
事
業
所
や

商
店
な
ど
に
も
協
力
を
呼
び
か
け
て
い
き

ま
す
。
永
平
寺
町
全
体
で
こ
の
取
り
組
み

を
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
レ
ジ
袋
無
料
配
布
の
中
止
（
レ

ジ
袋
の
有
料
化
）
に
つ
い
て
、
事
業
所
や

商
店
の
皆
さ
ま
の
ご
賛
同
を
求
め
て
い
ま

す
。
ご
協
力
い
た
だ
け
る
事
業
所
や
商
店

の
人
は
、
次
の
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

役
場
環
境
課
　
1
61
‐
3
9
4
6

町
商
工
会
　
本
所
　
1
61
‐
0
4
5
6

永
平
寺
支
所
　
1
63
‐
3
１
１
7

上
志
比
支
所
　
1
64
‐
2
１
7
１

レ
ジ
袋
は
身
近
で
便
利
な
も
の
で
あ
る

た
め
、
大
量
に
使
用
さ
れ
る
反
面
、
再
利

用
さ
れ
る
こ
と
な
く
廃
棄
さ
れ
る
ケ
ー
ス

が
多
い
の
が
現
状
で
す
。
石
油
か
ら
で
き

て
い
る
レ
ジ
袋
を
削
減
す
る
こ
と
は
、
限

り
あ
る
石
油
資
源
を
保
全
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、
レ
ジ
袋
を
製
造
す
る
と

き
に
発
生
す
る
二
酸
化
炭
素
の
削
減
に
よ

る
地
球
温
暖
化
防
止
の
効
果
、
さ
ら
に
は

家
庭
ご
み
の
排
出
抑
制
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。レ

ジ
袋
の
削
減
と
い
う
小
さ
な
心
が
け

は
二
重
・
三
重
の
環
境
対
策
に
つ
な
が
っ

て
い
る
の
で
す
。

永
平
寺
町
に
お
い
て
は
以
前
か
ら
マ
イ

バ
ッ
グ
持
参
運
動
に
取
り

組
ん
で
お
り
、
平
成
20
年

度
中
の
マ
イ
バ
ッ
グ
ス
タ

ン
プ
ラ
リ
ー
の
応
募
数
だ

け
で
も
約
7
万
5
0
0
0

枚
の
レ
ジ
袋
が
確
実
に
削

減
さ
れ
て
い
ま
す
。
全
国

で
は
年
間
3
0
0
億
枚
の

レ
ジ
袋
が
使
わ
れ
て
い
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

町
民
の
皆
さ
ん
が
マ
イ
バ

ッ
グ
な
ど
の
持
参
率
80
％

を
達
成
し
た
場
合
、
１
年

間
に
約
3
8
4
万
枚
の
レ

ジ
袋
を
減
ら
す
こ
と
が
で

き
、
約
38
ｔ
の
ご
み
の
減

量
効
果
に
な
り
ま
す
。

レ
ジ
袋
の
原
料
と
な
る

原
油
に
つ
い
て
は
、
80
％

の
達
成
率
で
約
70
s
の
削

減
。
2
0
0
r
ド
ラ
ム
缶

で
3
5
1
本
分
、
自
動
車
（
平
均
燃
費

10
・
5
㎞
／
r
）
で
地
球
を
約
18
周
す
る

燃
料
を
削
減
す
る
こ
と
に
相
当
し
ま
す
。

ま
た
、
地
球
温
暖
化
の
原
因
の
一
つ
に

挙
げ
ら
れ
る
二
酸
化
炭
素
の
削
減
効
果

は
、
57
ｔ
あ
ま
り
に
相
当
し
、
こ
れ
は
杉

の
木
が
吸
収
す
る
4
1
0
5
本
分
に
あ
た

り
ま
す
。

以
上
の
よ
う
に
、
永
平
寺
町
だ
け
で
も

実
質
的
な
効
果
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。
で
も
、
こ
の
取
り
組
み
は
環
境
対
策

の
入
り
口
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
買
い
物
に
は

マ
イ
バ
ッ
グ
を
持
参
す
る
、
レ
ジ
袋
の
受

け
取
り
を
断
る
。
一
人
ひ
と
り
の
そ
ん
な

心
が
け
が
、
環
境
に
や
さ
し
い
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
へ
の
意
識
変
換
の
き
っ
か
け
に
な

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。



歳入 33.4％ 
66.6％ 

自 
　主 
　  財 
　　源 

依
存
財
源
 

　平成20年度の一般会計・特別会計・企業会計の決算が 
12月議会で承認されました。  
　町民の皆さんが納めた税金や、国・県から入ったお金の 
使いみちをお知らせします。 

平成20年度 

一般会計 一般会計 

特別会計 特別会計 

企業会計 企業会計 

歳入総額…87億9,043万円（対前年度比率　1.8%増） 
歳出総額…82億 175万円（対前年度比率　1.1%減） 

決算 決算 

永平寺さんちの家計簿 永平寺さんちの家計簿 永平寺さんちの家計簿 
　町の決算をより身近に感じていただくために、一般会計予算を
家計簿の形にしてみました。なお金額の単位は「千万円」を「万円」
に置き換えています。 

　永平寺さんちの家計簿の決算は、黒字になり
ました。 
　一家の収入の主なものは給料のほかパート
収入や雑収入となっています。平成20年度は、
会社（国）の方針（経済対策）から諸手当が前年
度より34万円多くなりましたが、支出の全てを
賄えないため、銀行から借入もしています。貯
金の取り崩しは昨年度より9万円減りました。 
　支出の主なものは、食費、ローン返済、仕送り
などの経費となりました。 
　平成20年度は、定額給付金、子育て応援手当
ての一部が給付されたため、補助費が多くなっ
ています。また、ローン返済の先払いなどから通
常返済が減少しました。 
　今後の景気動向を考えると、基本給の増は厳
しいと予想されます。また会社（国）の方針で諸
手当も減っていくことが予想され、家計のやりく
りが大変になると考えられます。 
　今後とも、将来の生活設計（総合振興計画）
に基づき、支出を工夫するとともに、経費の節約
を心がけ、より質の高い生活を目指していきた
いと考えています。 

給料 742万円 

　基本給（町税） 209万円 

　諸手当（地方交付税など） 

 533万円 

パート収入（分担金、使用料など） 

 21万円 

雑収入 27万円 

金融機関からの借入（町債） 

 53万円 

貯金の取崩（繰入金）  1万円 

前年度の残金(繰越金） 35万円 

合計 879万円 

収　入 
食費（人件費） 222万円 

医療費（扶助費） 52万円 

公共料金、生活用品など（物件費） 

 94万円 

保険料、交際費など（補助費等） 

※定額給付・子育て手当て支給　 

 121万円 

ローンの返済（公債費） 122万円 

　通常返済 97万円 

　先払返済（繰上償還） 25万円 

家の改築、修繕など 78万円 

（普通建設事業費等）  

子供への仕送り、友人への援助 

（繰出金、貸付金） 120万円 

貯金（積立金） 11万円 

合計  820万円 

翌年度への繰越金 59万円 

支　出 

（決算） 
分担金及び負担金 
12,353万円 

歳出 

地方交付税　370,735万円 

23.8％ 

2.0％ 
1.2％ 

0.7％ 

0.1％ 

0.3％ 

24.0％ 

14.9％ 

12.9％ 
15.3％ 

11.3％ 

6.3％ 

6.9％ 

4.5％ 

6.3％ 

6.9％ 

4.5％ 

1.4％ 

0.1％ 

1.0％ 

0.9％ 

4.0％ 

2.2％ 

42.2％ 

5.9％ 

8.1％ 

6.3％ 

3.7％ 

 

繰入金 
1,006万円 
繰越金 
35,122万円 
諸収入 
19,375万円 

使用料及び手数料 
9,039万円 

財産収入 
8,055万円 

地方債 
52,500万円 

国庫支出金 
71,235万円 衛生費 

56,535万円 

消防費 
37,231万円 

商工費 
16,825万円 

県支出金 
55,064万円 

地方特例交付金 
2,855万円 

その他　86万円 

地方税　209,044万円 
内訳　 
　町税 104,222万円 
　固定資産税 92,435万円 
　軽自動車税 3,453万円 
　市町村たばこ税 8,934万円 

地方譲与税等 
32,574万円 

農林水産業費 
51,617万円 

民生費 
196,611万円 

労働費 
5,345万円 

議会費 
10,073万円 

公債費 
121,982万円 

土木費 
106,007万円 

総務費 
125,424万円 

教育費 
92,525万円 
教育費 

92,525万円 

 
介護保険事業繰出金    
児童手当・子どもの医療費助成等   
国民健康保険事業繰出金    
社会福祉協議会活動補助金    
後期高齢者医療繰出金    
幼児園施設改修工事    
子育て応援特別手当・わがまち子育て応援手当事業 
公共下水道事業繰出金    
町道新設改良工事等    
五領川公共下水道事務組合負担金   
町道維持補修工事等    
洪水ハザードマップ作成事業    
定額給付金事業    
こしの国広域事務組合負担金    
福井坂井地区広域市町村圏電算共同利用負担金 
コミュニティバス運営委託料等    
えちぜん鉄道支援事業補助金  

町内小学校改修工事等    
小・中学校パソコン整備事業    
町内中学校改修工事等    
松岡古墳群土地購入費等    
町立図書館永平寺館移設工事    
農業集落排水事業繰出金    
林道整備事業    
水田農業構造改革補助金    
土地改良事業    
明日の地域農業を支える担い手条件整備事業補助金 
清掃センター運営費等負担金    
し尿処理組合負担金    
消防ポンプ車購入    
松岡西部消防施設新築工事    
AED（除細動器）購入    
中小企業融資資金預託金    
商工会補助・中小企業支援対策等  

21,094 
19,819 
5,018 
4,867 
4,264 
1,874 
1,619 
40,292 
20,869 
14,415 
5,785 
1,040 
12,660 
6,130 
3,948 
3,745 
3,240

5,548 
3,514 
2,151 
1,987 
1,932 
14,231 
4,041 
3,538 
3,107 
1,533 
27,856 
1,207 
1,733 
593 
568 
6,600 
2,649

民
　
生
　
費 

教
育
費 

農
林
水
産
業
費 

衛
生
費 

商
工
費 

消
防
費 

土 

木 

費 

総 

務 

費 
平成20年度はこんな事業にお金を使いました　〈主な事業〉 （単位：万円） 

会　　計　　名 
国 民 健 康 保 険 事 業     
後 期 高 齢 者 医 療     
老 人 保 健 事 業     
介護保険事業（保険勘定）    
介護保険事業（サービス勘定）    
簡 易 水 道 事 業     
下 水 道 事 業     
農 業 集 落 排 水 事 業     
土 地 開 発 事 業  

歳　入　額 歳　出　額 差　引　額 
167,997 
17,627 
21,196 
140,366 

536 
29,994 
114,671 
19,754 
25,800

164,717 
17,525 
20,662 
138,643 

490 
28,788 
114,327 
19,036 
25,800

3,280 
102 
534 

1,723 
46 

1,206 
344 
718 
0

（単位：万円） 

（単位：万円） 

会　　計　　名 
上水道事業（収益的収入及び支出）    
上水道事業（資本的収入及び支出） 

収　入　額 支　出　額 差　引　額 
18,691 
7,042

16,689 
17,670

2,002 
△　　10,628

（※不足額は過年度損益勘定留保金などで補てん） 
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財政健全化判断指標の状況 

町の貯金（財政調整基金）と借金（一般会計の町債残高）の状況 
　財政調整基金については、平成17年度に
合併経費へ充てるために取り崩した後は、毎
年基金の積立てを行っております。 
　人件費の抑制や起債の前倒し償還、低利
な利率への借り換えによる公債費の抑制、事
務事業見直しなどによる行財政改革の取り
組みを行った結果、平成18年度～平成20年
度の3か年で約234百万円の積み立てを行い
ました。 
　一般会計に係る町債残高は、平成17、18
年度をピークに、減少傾向にあります。平成
18年度より、公債費抑制対策として前倒し償
還や低利な利率への借り換えを約713百万
円（一般会計）実施した結果、平成17年度～
平成20年度の4か年で約1,615百万円の削
減を行いました。今後も計画的に町債の借り
入れを行い、町債残高の抑制を図ります。 財政調整基金等　　 町債残高 

1,250

1,150

1,050

950

850

10,500

10,000

9,500

9,000

8,500

8,000

基金（百万円） 町債残高（百万円） 

（
決
算
） 

平
成
１６
年 

（
決
算
） 

平
成
１７
年 

（
決
算
） 

平
成
１８
年 

（
決
算
） 

平
成
１９
年
 

10,279

1,232 905 1,096 1,100

10,265

9,693

9,145

（
決
算
） 

平
成
２０
年
 

1,139

8,650

 

①早期健全化基準 永平寺町（平成20年度決算確定値） 

実 質 赤 字 比 率  

連結実質赤字比率  

実 質 公 債 費 比 率  

将 来 負 担 比 率  

公営企業における  
資 金 不 足 比 率  

－（赤字となっていない） 

－（赤字となっていない） 

17.5％ 

130.8％ 

－（資金不足となっていない） 

（赤字）14.49％ 

（赤字）19.49％ 

25.0％ 

350.0％ 

（赤字）20.00％ 

健　全　団　体 早期健全化団体 

②財政再生基準 

（赤字）20.00％ 

（赤字）40.00％ 

35.0％ 

財政再生団体 

 

 

　「地方公共団体の財政健全化に関する法律」に基づき、平成
20年度の健全化判断指標を公表いたします。 
　「①早期健全化基準（イエローカード）」の基準を超えると、
財政健全化計画を策定し、自主的な改善努力による財政健全化
を行います。 
　「②財政再生基準（レッドカード）」の基準を超えると、財政
再生計画を定め、国、県等の関与による財政再建を行います。
また、町債の発行など財政運営の制限を受けることになります。 
　平成20年度は、全会計を通じた実質的な公債費の割合を示
す指標である実質公債費比率が、公債費抑制の取り組みを行っ
た結果、平成19年度の19.0％から17.5％（1.5%の改善）と
なり、更なる健全化の推進が図られたものとなっています。 

　永平寺町は、各健全化指標の基準をいずれも
下回っており、健全団体の基準内となっています。 

　町では、「行政改革大綱実施計画（平成19年3月）
や「公債費負担適正化計画」（平成20年2月）、「中
期財政計画」（平成20年 2月）に基づき、財政の
健全維持及び事業見直しなどの行財政改革に取り組
んでいるところです。 
　平成18年度以降の人件費の抑制、事務事業の見
直し、公債費の抑制などの取り組みにより、平成
18年度～平成20年度の3か年間で総額1,379百
万の財政効果が得られました。しかし、現在の社会
経済情勢の低迷や地方財政制度改正などに伴い、地
方自治体の財政環境は刻々と変化していきます。 
　今後とも「町総合振興計画」及び「行政改革大綱
実施計画」などを基本としながら、財政状況の変化、
その時々の行政ニーズへの対応を見極め、歳入確保
や歳出削減など収支バランスの取れた財政運営の実
現を目指し、一層の財政健全化に努めていきます。 

【財政健全化判断比率等】 【行財政改革の着実な推進】 

平成20年度永平寺町 財政のあらまし 平成20年度永平寺町 財政のあらまし 平成20年度永平寺町 財政のあらまし 平成20年度永平寺町 財政のあらまし 公表します  町職員の給与 公表します  町職員の給与 公表します  町職員の給与 公表します  町職員の給与 公表します  町職員の給与 給料・手当などについて 
公表します。 

人件費の状況（一般会計決算） 
平成20年度の一般会計決算の人件費の状況は、次のとおりです。 

（注）人件費には、職員給与のほか、町長など特別職の給与、議員報酬、退職金、地方公務員共済組合負担金などを含みます。 

区　分 
20年度 

住民基本台帳人口（H21.3.31現在） 
19,821人 

歳出額（Ａ） 
8,060,208千円 

実質収支 
370,852千円 

人件費（Ｂ） 
2,216,294千円 

人件費率（Ｂ／Ａ） 

職員の平均年齢、平均給料月額などの状況 
平成21年4月1日現在の職員の平均年齢、平均給与月額などの状況は、次のとおりです。 

①一般行政職 

（注）1　一般行政職は、税務職、保健師、保育士、幼稚園教諭、消防職、企業職及び技能労務職を除いた職です。 
（注）2　平均給与月額は、給料月額に毎月支払われる扶養手当、住居手当、管理職手当などを加えた額です。 

（注）1 一般行政職は、税務職、保健師、保育士、幼稚園教諭、消防職、企業職及 
 び技能労務職を除いた職です。 

区　分 
永平寺町 
国 

平均年齢 
47.4歳 
41.5歳 

平均給料月額 平均給与月額 
330,200円 
325,521円 

360,900円 
391,770円 

職員の初任給の状況 
平成21年4月1日現在の一般行政職職員の初任 
給の状況は、次のとおりです。 

区　分 
永平寺町 

国 

大　学　卒 高　校　卒 
157,200円 

Ⅰ種　185,800円 
Ⅱ種　172,200円 

140,100円 

140,100円 

退職手当 
平成21年4月1日現在の退職手当支給率などの状況は、次のとおりです。 

区　分 

勤続20年 
勤続25年 
勤続35年 
最高限度額 
その他の 
加算措置 

永　平　寺　町 

定年前早期退職特例措置 
（2％～20％加算） 

定年前早期退職特例措置 
（2％～20％加算） 

自己都合 
23.50月分 
33.50月分 
47.50月分 
59.28月分 

特別職の給料、報酬などの状況 
平成21年4月１日現在の特別職の給料、報酬 
などの状況は、次のとおりです。 

区　分 期　末　手　当 

6月期　1.40月 
12月期　1.60月　計 3.0月 

6月期　1.30月 
12月期　1.45月　計 2.75月 

町　長 
副町長 
議　長 
副議長 
議　員 

給料または 
報酬月額　 
840,000円 
650,000円 
290,000円 
230,000円 
220,000円 

勧奨・定年 
30.55月分 
41.34月分 
59.28月分 
59.28月分 

自己都合 
23.50月分 
33.50月分 
47.50月分 
59.28月分 

勧奨・定年 
30.55月分 
41.34月分 
59.28月分 
59.28月分 

国 

一般行政職の級別職員数の状況 
平成21年4月1日現在の一般行政職職員の級別職員数の 
状況は、次のとおりです。 

区分 1級 2級 3級 4級 5級 6級 

5 
3.8

14 
10.7

42 
32.0

30 
22.9

20 
15.3

20 
15.3

131 
100.0

主事 主事 主査 
課長補佐 課長補佐 

参事 
課長 課長 

計 標準的な 
職務内容 
職員数（人） 
構成比（％） 

②技能労務職 
区分 
永平寺町 
国 

平均年齢 
48.8歳 
49.2歳 

平均給料月額 平均給与月額 
237,100円 
285,548円 

238,300円 
322,737円 

19年度の人件費率 
27.5％ 26.9％ 

職員給与費の状況（一般会計予算） 
平成21年度の一般会計の当初予算における職員給与費の状況は、次のとおりです。 

（注）1　職員手当には退職手当を含みません。　（注）2　職員数は平成21年4月1日現在の人数です。 

区　分 

21年度 

職員数 
（Ａ） 
267人 952,371千円 103,628千円 389,243千円 1,445,242千円 

給　　料 職員手当 期末・勤勉手当 計（Ｂ） 
給　　　　　与　　　　　費 

期末・勤勉手当 
平成20年度の期末・勤勉手当の支給割合は、次のとおりです。 

区　　分 

6　月　期 
12　月　期 

計 
加算措置の状況 

期末手当 
1.40月 
1.60月 
3.00月 

勤勉手当 
0.750月 
0.750月 
1.500月 

計 
2.150月 
2.350月 
4.500月 

期末手当 
1.40月 
1.60月 
3.00月 

勤勉手当 
0.750月 
0.750月 
1.500月 

計 
2.150月 
2.350月 
4.500月 

永　平　寺　町 

職務上の段階、職務の級などによる加算措置があります。 職務上の段階、職務の級などによる加算措置があります。 

国 

一人当たり給与費 
（Ｂ／Ａ） 
5,413千円 
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永平寺 町長選挙 永平寺 町長選挙 永平寺 町長選挙 永平寺 町長選挙 
2月23日 告示　　2月28日 投票 

　
次
の
と
お
り
、
任
期
満
了
に
よ
る 

永
平
寺
町
長
選
挙
が
実
施
さ
れ
ま
す
。 

告
示
日 

松
岡
地
区 

永
平
寺
地
区 

上
志
比
地
区 

福
井
県
明
る
い
選
挙
啓
発
標
語 

平
成
２２
年
2
月
２３
日
○火 

投
票
で
き
る
人

投
票
で
き
る
人
 

投
票
で
き
る
人
 

選
挙
期
日 

投
票
日 

平
成
２２
年
2
月
２８
日
○日 

投
票
時
間 

午
前
7
時
〜
午
後
8
時
 

開
票
時
間 

午
後
9
時
〜
 

開
票
場
所 

永
平
寺
緑
の
村
 

　
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
 

　
投
票
は
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て

お
り
、
か
つ
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ

て
い
る
人
が
で
き
ま
す
。
今
回
の
選
挙
で

は
、
次
の
両
方
に
該
当
す
る
人
が
投
票
で

き
ま
す
。 

①
満
20
歳
以
上
（
平
成
2
年
3
月
１
日
以

前
生
ま
れ
）
の
人 

②
平
成
21
年
11
月
22
日
以
前
か
ら
引
続
き

町
内
に
居
住
し
、
住
民
基
本
台
帳
に
登

録
さ
れ
て
い
る
人
。
た
だ
し
2
月
27
日

ま
で
に
町
外
に
転
出
し
た
人
は
、
今
回

の
選
挙
で
当
日
の
選
挙
権
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
転
出
ま
で
に
期
日
前
投
票
を
行

っ
た
場
合
は
、
そ
の
投
票
は
有
効
で
す
。 

期
日
前
投
票

期
日
前
投
票
・
不
在
者
投
票

不
在
者
投
票
 

期
日
前
投
票
・
不
在
者
投
票
 

　
選
挙
は
、
投
票
日
に
決
め
ら
れ
た
投
票

所
に
行
っ
て
投
票
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
投
票
日
に
仕
事
や
用
務
が

あ
る
な
ど
、
一
定
の
事
由
に
該
当
す
る
人

は
、
期
日
前
投
票
ま
た
は
不
在
者
投
票
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

投
票
で
き
る
期
間 

　
2
月
24
日（
水
）〜
27
日（
土
） 

（
選
挙
期
日
の
告
示
の
翌
日
か
ら

選
挙
期
日
の
前
の
日
ま
で
の
間
） 

投
票
時
間 

　
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
8
時 

投
票
で
き
る
場
所 

①
永
平
寺
町
役
場
（
本
庁
） 

②
永
平
寺
町
役
場 

永
平
寺
支
所 

③
永
平
寺
町
役
場 

上
志
比
支
所 

※
こ
の
ほ
か
、
指
定
病
院
や
指
定
老
人
ホ

ー
ム
に
入
院
・
入
所
し
て
い
る
人
は
、

そ
の
施
設
で
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。 

1
 
松
岡
東
幼
児
園
 

松
岡
薬
師
１
・
2
・
3
丁
目
、
松
岡
神

明
１
丁
目
 

2
 
松
岡
幼
稚
園
 

松
岡
神
明
2
・
3
丁
目
、
松
岡
葵
１
・

2
丁
目
、
松
岡
春
日
１
・
3
丁
目
、
ア

ニ
ス
松
岡
 

3
 
松
岡
西
幼
児
園
 

松
岡
葵
3
丁
目
、
松
岡
春
日
2
丁
目
、

松
岡
芝
原
１
・
2
・
3
丁
目
 

4
 
御
陵
幼
児
園
 

松
岡
上
合
月
、
松
岡
下
合
月
、
松
岡
末

政
、
松
岡
渡
新
田
、
松
岡
兼
定
島
、
松

岡
領
家
、
松
岡
樋
爪
、
松
岡
平
成
、
松

岡
御
公
領
、
松
岡
領
家
南
、
松
岡
学
園
 

5
 
な
か
よ
し
幼
児
園
 

松
岡
吉
野
堺
、
松
岡
吉
野
、
松
岡
清
水
、

松
岡
石
舟
、
松
岡
城
東
、
松
岡
松
ヶ
丘

１
丁
目
、
松
岡
越
坂
１
・
2
丁
目
 

6
 
松
岡
多
目
的
集
会
セ
ン
タ
ー
 

松
岡
小
畑
、
松
岡
宮
重
、
松
岡
西
野
中
、

松
岡
湯
谷
、
松
岡
上
吉
野
 

7
 
志
比
堺
ふ
れ
あ
い
会
館
 

松
岡
志
比
堺
 

8
 
松
岡
ふ
る
さ
と
学
習
館
 

松
岡
松
原
、
松
岡
木
ノ
下
１
・
2
・
3

丁
目
、
松
岡
松
ケ
原
１
・
2
・
3
・
4

丁
目
、
松
岡
観
音
１
･
2
･
3
丁
目
 

9
 
永
平
寺
保
健
セ
ン
タ
ー
 

法
寺
岡
、
東
古
市
、
高
橋
 

１０
　
志
比
幼
児
園
 

下
谷
口
、
上
谷
口
、
花
谷
、
光
明
寺
 

１１
 
轟
ふ
れ
あ
い
会
館
 

飯
島
、
轟
 

１２
　
諏
訪
間
ふ
れ
あ
い
会
館
 

け
や
き
台
、
諏
訪
間
、
諏
訪
間
団
地
、

東
諏
訪
間
、
山
、
永
平
寺
ハ
ウ
ス
 

１３
 
志
比
南
幼
児
園
 

荒
谷
、
市
野
々
、
京
善
、
寺
本
 

１４
 
志
比
区
公
民
館
 

志
比
 

１５
 
志
比
北
幼
児
園
 

下
浄
法
寺
、
中
浄
法
寺
、
上
浄
法
寺
、

岩
野
、
吉
波
、
栃
原
 

１６
 
鳴
鹿
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
 

鳴
鹿
、
山
鹿
 

  
１７
 
竹
原
農
業
集
落
改
善
セ
ン
タ
ー
 

吉
峰
、
藤
巻
、
市
荒
川
、
中
島
、
竹
原
 

１８
 
永
平
寺
町
役
場
 
上
志
比
支
所
 

石
上
、
栗
住
波
、
せ
せ
ら
ぎ
、
清
水
、

大
野
島
、
市
右
エ
門
島
、
山
王
、
大
月
 

１９
 
牧
福
島
集
落
改
善
セ
ン
タ
ー
 

牧
福
島
、
浅
見
、
野
中
、
北
島
 

永
平
寺
町
長
選
挙 

投
票
日
当
日
に
投
票
す
る
人
は
、
投
票 

入
場
券
を
確
認
し
て
、
決
め
ら
れ
た
施 

設
（
投
票
所
）
で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。 

投
票
所
一
覧 

問
合
せ 

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局 

1
61
‐
3
9
4
1

そ
の
日
無
理
ィ
〜
！ 

だ
っ
た
ら
行
こ
う
よ 

期
日
前 

パブリックコメントを実施します 

「永平寺町都市計画マスタープラン（案）」 
　　　に関するご意見をお寄せください 
「永平寺町都市計画マスタープラン（案）」 
　　　に関するご意見をお寄せください 
「永平寺町都市計画マスタープラン（案）」 
　　　に関するご意見をお寄せください 

　町では、都市の将来像や土地利用などの基本方針を明らかにする
ため、「都市計画に関する基本的な方針（都市計画マスタープラン）」
の策定を進めています。 
　そこで、皆さまからの声をこの計画策定の参考にさせていただく
ために、計画案に対するパブリックコメントを実施します。 
　皆さまからのご意見及び情報などをぜひお聞かせください。 

計画案の公表及び意見募集の期間 

　2月6日（土）～2月21日（日） 

計画案の公表場所と方法 

　○建設課、各支所地域整備課にて閲覧 
　○町ホームページにて閲覧　http://www.town.eiheiji.lg.jp 

ご意見の提出方法 
　住所、氏名、電話番号を明記の上、次の方法で提出してくださ
い。様式は自由です。 
　○持　参   建設課または各支所地域整備課へ書面を持参 
　○メール   kensetsu@town.eiheiji.lg.jp 
　○ＦＡＸ   61―2434 
　○郵　送　〒910-1192 永平寺町松岡春日1-4 
　　　　　 　永平寺町役場　建設課 宛 

応募できる人（対象者） 

　○町内に住所を有する人 
　○町内に事務所または事業所
を有する個人、法人、その
他の団体 

　○町内に勤務、通学する人 
　○この事案に利害を有する人 

問合せ 建設課161‐3948

住民と行政の協働による 
 まちづくりを目指して 
住民と行政の協働による 
 まちづくりを目指して 
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士
気
高
揚
と
火
災
ゼ
ロ
願
い
 

消
防
出
初
め
式 

第
9
分
団
に
多
機
能
型
消
防
車
 

日
本
消
防
協
会
か
ら
消
防
団
に 

地
域
防
災
力
の
強
化
の
た
め
 

町
内
全
区
に
防
災
テ
ン
ト
 

自
主
防
災
テ
ン
ト
贈
呈
式 

　
町
は
、
町
内
の
全
90
地
区
に
組

織
さ
れ
て
い
る
自
主
防
災
組
織
に

対
し
、
テ
ン
ト
１
張
ず
つ
贈
呈
し

ま
し
た
。
災
害
時
の
各
地
区
に
お

け
る
拠
点
と
し
て
、
ま
た
防
災
訓

練
に
活
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を

ね
ら
い
と
し
て
い
ま
す
。 

　
今
回
、
贈
呈
し
た
テ
ン
ト
は
、

縦
3
・
6
ｍ
、
横
5
・
4
ｍ
、
高

さ
3
ｍ
。
支
柱
は
グ
ラ
ス
フ
ァ
イ

バ
ー
製
で
、
通
常
の
テ
ン
ト
よ
り

軽
く
て
丈
夫
な
の
が
特
徴
で
す
。

ま
た
、
天
幕
は
若
草
色
で
、
横
幕

（
囲
い
幕
）
に
は
メ
ッ
シ
ュ
生
地

の
窓
が
付
い
て
い
ま
す
。 

　
12
月
23
日
に
消
防
本
部
庁
舎
前

で
行
わ
れ
た
贈
呈
式
に
は
、
各
町

内
か
ら
約
１
0
0
人
が
参
列
。
松

本
町
長
が
「
防
災
は
日
ご
ろ
の
備

え
が
大
切
。
今
後
ま
す
ま
す
地
域

の
防
災
意
識
を
高
め
て
い
た
だ
き

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
目
録
を
受

け
取
っ
た
森
塚
英
男
区
長
会
長
（
松

岡
下
合
月
区
自
主
防
災
会
長
）
は
、

「
地
域
防
災
力
の
強
化
の
た
め
活

用
し
た
い
。
ま
た
地
区
で
の
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
活
動
な
ど
に
も
幅
広
く

使
わ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
謝

辞
を
述
べ
ま
し
た
。 

             　
町
消
防
本
部
及
び
消
防
団
の
職

員
・
団
員
の
士
気
高
揚
や
、
町
民

の
防
火
へ
の
意
識
の
向
上
を
目
的

と
し
て
、
１
月
10
日
、
永
平
寺
支

所
前
な
ど
で
消
防
出
初
め
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。 

　
式
に
は
消
防
職
員
や
町
内
10
分

団
の
消
防
団
員
な
ど
約
2
7
0
人

が
参
加
。
永
平
寺
支
所
前
で
は
、

視
閲
式
で
松
本
町
長
に
激
励
を
受

け
た
後
、
約
2
0
0
ｍ
に
わ
た
っ

て
分
列
行
進
し
ま
し
た
。 

　
会
場
を
鳴
鹿
橋
下
流
右
岸
の
河

川
敷
に
移
し
て
行
わ
れ
た
一
斉
放

水
で
は
、
消
防
車
25
台
に
よ
り
、

赤
・
青
・
黄
色
に
着
色
し
た
水
を

川
に
向
か
っ
て
放
水
。
士
気
を
高

め
る
と
と
も
に
、
今
年
の
火
災
ゼ

ロ
を
願
い
ま
し
た
。 

   　
こ
の
た
び
、
救
助
活
動
な
ど
に

も
積
極
的
に
取
り
組
む
意
欲
あ
る

消
防
団
と
し
て
、
財
団
法
人
日
本

消
防
協
会
か
ら
町
消
防
団
に
対
し
、

多
機
能
型
消
防
車
が
交
付
さ
れ
ま

し
た
。 

　
こ
の
車
両
は
、
全
長
5
・
１
ｍ
、

幅
１
・
8
ｍ
、
高
さ
2
・
3
ｍ
で
、

排
気
量
3
0
0
0
㏄
の
四
輪
駆
動

で
す
。
可
搬
ポ
ン
プ
な
ど
消
火
に

必
要
な
資
機
材
に
加
え
、
発
電
機

や
チ
ェ
ン
ソ
ー
、
油
圧
カ
ッ
タ
ー
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
と
い
っ
た
救
助
活
動
な
ど

に
必
要
な
資
機
材
も
装
備
さ
れ
て

い
ま
す
。
な
お
、
第
9
分
団
に
配

備
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
町
消
防
団
に
は
消
防
庁

か
ら
も
、
救
助
資
機
材
が
無
償
貸

与
さ
れ
ま
し
た
。
消
防
団
で
は
、

車
両
や
資
機
材
の
活
用
効
果
を
最

大
限
に
発
揮
さ
せ
る
た
め
、
一
層

の
訓
練
を
重
ね
、
災
害
時
な
ど
に

適
切
か
つ
迅
速
な
対
処
を
目
指
し

て
い
ま
す
。 

森塚区長会長に目録を手渡す松本町長。
後方は今回贈呈された防災テント 

（12月23日） 

視閲式では、整列した消防職員や
団員約270人を、松本町長、山本
秀明消防団長らが激励（1月10日） 

第9分団に配備された多機能型消
防車。出初め式・分列行進にも参
加しました（1月10日） 

「永平寺町河川公園」の指定管理者を募集します 
　指定管理者制度の導入に伴い、永平寺町河川公園
（松岡・永平寺・中島河川公園）の管理を行う指定
管理者を公募することになりました。募集要項など
については建設課までお問合せください。 
●提出書類　　指定管理者指定申請書 
●受付期間　　2月26日（金）まで 
●問 合 せ　　建設課　161―3948

消防団員・職員の表彰 
　平成 22年消防出初め式において、
次の皆さんが表彰されました。（敬称略） 
【消防庁長官表彰】永年勤続功労章　
団長／山本秀明 
【町長表彰】功労章（団員）　班長／山
田秀和、川口明浩、団員／山本芳人、
帰山英孝　功労章（職員）　士長／江
守真幸、副士長／末永一也、中村公昭、
菅谷了　感謝状　山下修、鈴木忠雄、
澤田和夫、中村秀彦、上田朋広、前田
哲也、鈴木義美、大谷憲治、田原浩和、
柄田裕之、酒井宗一、中島正晴、伊藤
政幸、坪川浩丸、南部秀幸、林宰、三
谷清一、本多周一 
【協会長表彰】特別功労章　班長／牧
島紀光　団員／南部又則、木根貴光、
小坂利幸、山本武史　功労章　班長／
鰐渕清和、団員／清水巖、三反崎直幸、
濱田浩幸、清水啓二、松井亙、尾　勝
洋、早田邦彦　永年勤続章　班長／清
水明子、南部賢二、伊東義夫、嶋　裕
喜、大久保雅市、藤田佳位、白崎徳裕、
柳原昭彦、鈴木哲郎、団員／浅島花枝、
鈴木万里子、二口三代子、中村恒夫、
林誓一、桑原一吉、大久保利浩、柴山
勉、坪田実 
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吉野小6年生かるた名人に挑戦
1月13日　競技かるたを通して少年健全育成

この日吉野小学校を訪れたのは、三好輝明7段
（越前市）と、永平寺警察署に勤務する三好規広4
段。競技かるたを通して、社会や生活のルールを守
ることの大切さを知ってもらおうと、永平寺警察署
が少年健全育成の一環として企画したものです。2
人は小・中・高校と同級生で、一緒に百人一首で腕
を磨いてきた仲ということで実現。三好輝明さんは、
先ごろ行われた競技かるた日本一を決める名人位決
定戦で2位になった実力者です。

まず、2人による模範競技。句が読み上げられる
やいなや、取り札に手が伸びる緊迫した様子に、児
童たちは驚きの表情とともに歓声を上げていまし
た。続いて校内でも1・2を争うちびっこ名人田邊
京那さん（6年）と荒木裕里香さん（6年）が2人が
かりで名人に挑戦。１枚取ることができた田邊さん
は、「好きな句だったので、狙っていました」とう
れしそうな表情を浮かべていました。“名人芸”を
間近で見た児童たちは、今後開催される校内かるた
大会に向け、一層熱が入ることでしょう。
この後、2人から「競技かるたには審判はいるが

何も言わない。正々堂々ルールを守って競技するこ
とで試合が成立するんです」とかるたを例に、日常
生活においてもルールを守る大切さについて説明が
ありました。「ゲーム遊びに熱中しすぎないように」
「携帯電話やインターネットなどもルールを守って
使おう」など、児童たちにとって身近なルールにつ
いて学んでいました。

“平成生まれ”が大人の仲間入り
1月10日　サンサンホールで成人式

永平寺町でも成人式が行われ、多くの来賓や保
護者に見守られながら、全員が平成生まれの262
人が大人の仲間入りをしました。
式では、松本町長が「これからの人生を自らの
意思で力強く歩んでほしい」と激励。自主的に成
人式の企画運営に携わってきた実行委員会の山田
大智さん（清水）と吉田香織さん（大月）も「大
人の自覚を持ち、責任ある立派な社会人になりま
す」と誓いの言葉を述べました。式の前後には、
久しぶりに会う友だちとの再会を喜び合い、近況
や学生時代の話を語り合っていました。

三好輝明名人（右）に
挑戦する荒木さん（左）
と田邊さん（中央）

誓
い
の
言
葉
を
述
べ
る
山
田
さ
ん（
中
央
）

と
吉
田
さ
ん
（
右
）

イタリア料理でおもてなしを
12月12日　四季菜料理教室

地元の食材を使用した料理教室が、天谷調理製
菓専門学校で実施され、町内の主婦など60人が
参加しました。この日のテーマは「お正月のおも
てなし料理」。一味変わったおもてなしのために、
イタリア料理を中心にしたメニュー構成となって
いました。
この日のメインディッシュは「とろーりチーズの

ビーフロール」。福井の特産“へしこ”を使った
ソースで味わう料理も紹介され、「イタリア料理
もこれならうちでも作れるわ」と、参加者はメモ
を取りながら、熱心にプロの技を学んでいました。

プ
ロ
の
手
さ
ば
き
に
感
心
し
な
が
ら
、

受
講
す
る
参
加
者



お問い合わせ 

松岡保健センター  161-0111 
永平寺保健センター  163-2868 
上志比保健センター  164-3000

鹿
田
　
尚
樹 

園
　
善
博 

外
山
　
滋
比
古 

小
林
　
幹
児 

和
田
　
秀
樹 

太
平
洋
戦
争
研
究
会 

デ
ー
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ダ
グ
ラ
ス 

富
坂
　
聰 

池
上
　
彰 

西
野
　
武
彦  

網
中
　
裕
之 

香
山
　
リ
カ 

主
婦
の
友
社 

岡
本
　
裕 

神
舘
　
和
典 

北
折
　
一 

森
野
　
熊
八 

渡
辺
　
淳
一 

井
上
　
郁
美 

ジ
ェ
フ
リ
ー
・
デ
ィ
ー
ヴ
ァ
ー 

赤
川
　
次
郎 

あ
さ
の
　
あ
つ
こ 

大
島
　
真
寿
美 

大
鐘
　
稔
彦 

川
上
　
健
一 

今
野
　
敏 

重
松
　
清 

篠
田
　
達
明 

福
田
　
靖 

山
崎
　
ナ
オ
コ
ー
ラ 

和
田
　
は
つ
子 

 

江
川
　
紹
子  

Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
週
刊
こ
ど
も
ニ
ュ
ー
ス
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

齊
藤
　
慶
輔 

吉
野
　
万
理
子 

赤
坂
　
行
雄 

メ
ア
リ
ー
・
ポ
ー
プ
・
オ
ズ
ボ
ー
ン 

ジ
ョ
ー
ン
・
バ
ウ
ア
ー 

デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ル
ー
カ
ス 

ジ
ャ
ク
リ
ー
ン
・
ウ
ッ
ド
ソ
ン 

マ
ー
ク
・
カ
ッ
シ
ー
ノ 

角
野
　
栄
子 

ジ
ャ
ン
‐
リ
ュ
ッ
ク
・
ク
ー
ド
レ
イ 

小
林
　
豊 

西
條
　
剛
央 

高
畠
　
純 

富
安
　
陽
子 

シ
ル
ヴ
ィ
・
ネ
ー
マ
ン 

ふ
り
や
　
か
よ
こ 

デ
イ
ビ
ッ
ド
・
マ
ク
フ
ェ
イ
ル 

や
な
せ
　
た
か
し 

今月の予防接種対象者 今月の予防接種対象者 

ＢＣＧ（結核） 

予防接種名 

対　　象　　者 日　程 

2月9日 
（火） 

場　　　所 時　　　間 

松岡福祉総合　 
　　　センター 

健診・相談内容 

育児相談 
（4～5ケ月児相談） 

対　　　象　　　者 

三種混合　1期 
（ジフテリア・百日咳・破傷風） 

麻しん・風しん　1期 

 平成21年10月1日～平成21年10月31日生まれのお子さん 

初回 平成21年 9月1日～平成21年 9月30日生まれのお子さん 
追加 平成20年 9月1日～平成20年 9月30日生まれのお子さん 

 平成21年 1月1日～平成21年 1月31日生まれのお子さん 

平成21年9月1日～ 
　　　　10月31日生まれ 

場　　　所 乳がん 

○ 

子宮がん 

○ 

日　　　時 

3月13日（土） 
午後1時～2時 

松岡保健センター 
（松岡福祉総合センター翠荘内） 

午前9時10分～ 
　9時30分まで受付 

午後1時30分～ 
　2時00分まで受付 

　3月 5日（金） 
　3月 9日（火） 
　3月17日（水) 
＊3月23日（火） 
＊3月24日（水） 
　　＊は予備日 

　3月10日（水） 

　3月 3日（水） 

ポリオ 
（急性灰白髄炎） 

松岡保健センター 

永平寺保健センター 

上志比保健センター 

2月24日 
（水） 

1歳6ヶ月児健診 
平成20年6月16日～ 
　　　　　7月31日生まれ 

2月16日 
（火） 

3歳児健診 
平成18年12月16日～ 
　平成19年1月31日生まれ 

個別 
予防接種 
個別 
予防接種 

今月の乳幼児健診日程 

対　　象　　者 接　種　日 接種会場 予防接種名 

集団予防接種 

★対象者には町から問診票を送付します。 
★接種場所は町内指定医療機関となります。送付案内をご覧ください。 
★町から配布されております「予防接種手帳」を必ず読んで接種してだ
さい。 

★問診票は裏面までよく読み、問診内容は自宅で必ず記入してください。 

町
立
図
書
館（
旧
松
岡
図
書
館
） 

1

６１
ー
7
1
1
7 

 

町
立
図
書
館
永
平
寺
館 

1

６３
ー
3
1
1
1 

  

町
立
図
書
館
上
志
比
館 

1

６４
ー
3
1
7
0 

    

開
館
時
間
　
１０
時
〜
１８
時 

     

※
町
立
図
書
館
の
み
火
・
木
曜
日
は
１０
時
〜
２０
時 

新
着
図
書
の
ご
案
内

新
着
図
書
の
ご
案
内 

新
着
図
書
の
ご
案
内 

一
般
図
書

 

児
童
図
書

 

お
問
い
合
わ
せ 

 

やなせ　たかし／著 
（ポプラ社） 

北　重人／著 
（新潮社） 

『
わ
た
し
が
正
義
に
　
　 

つ
い
て
語
る
な
ら
』 

『
夜
明
け
の
橋
』 

アンパンマンが大好きです。兄弟4
人でいつも元気いっぱい遊んでいま
す。 

毎日お兄ちゃんと弟とけんかもする
けれど、仲良く遊んでいます。4月
には元気いっぱいの１年生になるよ！ 

服部　千寛　ちゃん　6才 
（野中） 

はっ とり ち ひろ 

加藤　　葵　ちゃん　4才 
（山王） 

か とう あおい 

乳がん・子宮がんは平成20年度 
平成21年度　未受診の人が対象です。 
受診をご希望の人は各保健センターに 
お申し込みください。 

20歳以上の子宮がん検診無料！乳がんは40歳以上無料 20歳以上の子宮がん検診無料！乳がんは40歳以上無料 
今年度最後の乳がん・子宮がん検診を実施します。お申し込みは保健センターへ 

平成20年12月1日～平成21年11月30日 

生まれ及び90ケ月未満の未接種のお子さん 

★接種日の変更または、＊予備日に接種を

希望する場合、必ず各保健センターに連絡

をお願いします。 

大
事
な
こ
と
は
す
べ
て
記
録
し
な
さ
い
 

頭
が
よ
く
な
る
魔
法
の
速
習
法
 

忘
却
の
整
理
学
 

夢
の
事
典
 

「
あ
れ
こ
れ
考
え
て
動
け
な
い
」
を
や
め
る
9
つ
の
習
慣
 

真
珠
湾
攻
撃
の
真
実
 

マ
ヤ
の
予
言
2
0
1
2
 

中
国
報
道
の「
裏
」
を
読
め
！
 

今
日
の
総
理
 

投
資
で
迷
っ
た
ら
読
む
相
場
格
言
4
0
0
 

私
た
ち
、主
婦
だ
け
で
、 

　
理
想
の「
終
の
住
処
」
を
つ
く
り
ま
し
た
！
 

香
山
リ
カ
的
学
力
論
 

冷
え
症
が
み
る
み
る
よ
く
な
る
１
0
0
の
コ
ツ
 

9
割
の
病
気
は
自
分
で
治
せ
る
　
2
 

「
メ
ー
ル
好
感
度
」
を
格
段
に
上
げ
る
技
術
 

や
せ
る
ス
イ
ッ
チ
太
る
ス
イ
ッ
チ
 

男
の
手
作
り
弁
当
 

告
白
的
恋
愛
論
 

東
名
事
故
か
ら
十
年
目
の
訴
え
 

12
番
目
の
カ
ー
ド
　
上
･
下
 

い
つ
か
他
人
に
な
る
日
 

夜
の
だ
れ
か
の
玩
具
箱
 

戦
友
の
恋
 

孤
高
の
メ
ス
　
第
4
巻
 

ｙ
ｅ
ｓ
ー
お
父
さ
ん
に
ラ
ブ
ソ
ン
グ
ー
 

特
殊
防
諜
班
諜
報
潜
入
 

十
字
架
 

に
わ
か
産
婆
・
漱
石
 

龍
馬
伝
　
１
 

あ
た
し
は
ビ
ー
玉
 

鬼
法
眼
 

 勇
気
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
週
刊
こ
ど
も
ニ
ュ
ー
ス
’０９
 

 野
生
動
物
の
お
医
者
さ
ん
 

チ
ー
ム
ひ
と
り
 

カ
ー
ル
じ
い
さ
ん
の
空
飛
ぶ
家
 

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
魔
法
の
笛
 

靴
を
売
る
シ
ン
デ
レ
ラ
 

ほ
ら
ふ
き
じ
ゅ
う
た
ん
 

か
あ
さ
ん
を
ま
つ
ふ
ゆ
 

雪
の
結
晶
ノ
ー
ト
 

な
ぞ
な
ぞ
あ
そ
び
え
ほ
ん
 

す
す
め
！
皇
帝
ペ
ン
ギ
ン
 

あ
い
た
い
友
だ
ち
 

ぼ
く
も
だ
っ
こ
 

ひ
な
た
ぼ
っ
こ
で
す
 

び
ん
ぼ
う
が
み
と
ふ
く
の
か
み
 

水
曜
日
の
本
屋
さ
ん
 

の
ら
ね
こ
の
ポ
ラ
 

や
め
て
！
 

ア
ン
パ
ン
マ
ン
と
お
え
か
き
ベ
レ
ち
ゃ
ん
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中学校時代の友だちと久しぶり
の再会。大人になった自覚を感
じつつ、ついつい気分は同窓会。 
（１月10日　永平寺町成人式にて） 

収
入
が
な
い
人
も
、年
金
だ
け
の
人
も
 

申
告
が
必
要
で
す
 

　
自
動
車
や
オ
ー
ト
バ
イ
な
ど
の
名
義
や

住
所
な
ど
を
変
更
し
た
時
に
は
、
変
更
手

続
き
が
必
要
で
す
。
年
度
末
（
2
〜
3
月
）

は
窓
口
が
大
変
混
雑
し
ま
す
の
で
、
お
早

め
に
手
続
き
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。 

　
な
お
、
申
請
手
続
き
が
必
要
と
思
わ
れ

る
人
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

①
名
義
変
更
の
手
続
き
を
し
て
い
な
い
人 

②
廃
車
の
手
続
き
を
し
て
い
な
い
人 

③
住
所
変
更
の
手
続
き
を
し
て
い
な
い
人 

④
2
〜
3
月
に
車
検
が
切
れ
る
自
動
車
を
、

引
き
続
き
使
用
す
る
人 

　
※
継
続
検
査（
車
検
）は
有
効
期
間
が
切

れ
る
１
か
月
前
か
ら
受
検
で
き
ま
す
。 

　
軽
自
動
車
に
関
し
て
は
、
軽
自
動
車
検

査
協
会
福
井
事
務
所（
1
38
‐
1
5
0
9
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

自動車の名義や 
住所の変更の 
手続きは 

お済みですか？ 

問
合
せ
 

中
部
運
輸
局
福
井
運
輸
支
局
 

（
福
井
市
西
谷
1
丁
目
1
4
0
2
）
 

　
登
録
関
係
の
電
話
案
内
 

　
1
0
5
0
‐
5
5
4
0
‐
2
0
5
7
 

　
※
自
動
音
声
案
内
で
す
。続
け
て「
0
2
 

　
　
6
」で
オ
ペ
レ
ー
タ
が
対
応
し
ま
す
。
 

　
検
査
関
係
の
電
話
案
内
 

　
1

34
‐
1
6
0
3

　
2
月
１６
日
C
か
ら
確
定
申
告
の
受
け
付
け
が
始
ま
り
ま
す
。
申
告
に
必

要
な
書
類
な
ど
の
準
備
は
お
済
み
で
す
か
。
申
告
期
間
中
に
福
井
税
務
署

ま
た
は
役
場
な
ど
で
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。
 

所得税確定申告 

住 民 税 申 告  松　岡　地　区 
区　名 区　長　名 区　名 区　長　名 

永　平　寺　地　区 

上　志　比　地　区 

松岡志比堺  
松岡薬師1丁目 
松岡薬師2丁目 
松岡薬師3丁目 
松岡神明1丁目 
松岡神明2丁目 
松岡神明3丁目 
松岡葵1丁目 
松岡葵2丁目 
松岡葵3丁目 
松岡春日1丁目 
松岡春日2丁目 
松岡春日3丁目 
松岡芝原1丁目 
松岡芝原2丁目 
松岡芝原3丁目 
松 原 団 地  
松 岡 木ノ下  
松岡松ケ原1丁目 
松岡松ケ原2丁目 
松岡松ケ原3丁目 
松岡松ケ原4丁目 
松 岡 観 音  
松 岡 清 水  
松 岡 石 舟  
松 岡 松ヶ丘  
松岡越坂1丁目 
松岡越坂2丁目 
松岡吉野堺  
松 岡 吉 野  
松 岡 小 畑  
松 岡 宮 重  
松岡西野中  
松 岡 湯 谷  
松岡上吉野  
松 岡 上 合月  
松 岡 下 合月  
松 岡 末 政  
松 岡渡新田  
松岡兼定島  
松 岡 領 家  
松 岡 樋 爪  
松 岡 平 成  
松岡御公領  
松 岡 学 園  
県 大 宿 舎  

西澤　憲生 
夛田　典光 
栃川　昌文 
吉崎　重雄 
松井　博司 
佐々木孝一 
青木　毅彦 
清水　敏彦 
野路　清廣 
江守　和彦 
稲　　順孝 
川尻　武男 
中村　泰男 
菅原　春司 
田中　清五 
菅原　　久 
佐々木敏明 
前川　重雄 
山口　公一 
齊藤　尚樹 
嶋田　浩一 
山本　孝信 
吉中　一夫 
清川都貴子 
坪田　　実 
牧野　隆明 
木下　廣光 
野路　　榮 
江守　洋一 
酒井　一夫 
田中　英一 
岡部　博文 
宮前　清孝 
古元　重之 
種本　　平 
勝見　良三 
筧　　辰實 
黒田隆一郎 
元治　義則 
奥野　正司 
北川　純二 
森　　毅彦 
東　　俊郎 
馬場　久敏 
筧　　雅裕 
植松　宏平 

志 比  
荒 谷  
市 野 々  
京 善  
寺 本  
け や き 台  
諏 訪 間  
東 諏 訪 間  

山 
法 寺 岡  
東 古 市  
高 橋  
下 谷 口  
上 谷 口  
花 谷  
光 明 寺  
飯 島  

轟 
鳴 鹿  
山 鹿  
下 浄 法 寺  
中 浄 法 寺  
上 浄 法 寺  
岩 野  
吉 波  
栃 原  

岡本　榮一 
山本　　平 
中村　孝二 
木村　正徳 
中川　深志 
木下　　茂 
竹澤　善英 
中村　継夫 
長谷川昭二 
平林　　一 
青木　治男 
渡辺　　守 
酒井　政春 
小林　一郎 
河野　龍彦 
加藤　正　 
南部　則雄 
松倉龍太郎 
小川　景一 
吉田　謙治 
酒井　一男 
小林　庄市 
朝日　　進 
中村　義昭 
松浦　孝至 
吉田　通治 

区　名 区　長　名 
吉 峰  
藤 巻  
市 荒 川  
中 島  
竹 原  
石 上  
栗 住 波  
せ せ ら ぎ  
清 水  
大 野 島  
市 右ェ門 島  
山 王  
大 月  
牧 福 島  
浅 見  
野 中  
北 島  

松川　敏雄 
南部　正夫 
吉田　清隆 
朝井　謙二 
酒井　　武 
南部　利信 
南部　正宏 
酒井　岩夫 
山田　幸寿 
鈴木　泰夫 
市岡　　裕 
浅野　秀信 
吉田　勝二 
鈴木　　護 
河原　則男 
田中　宏一 
奥出　唯一 

（行政区順・敬称略） 

平成22年区長紹介 地区のかじ取り 　　お願いします 
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所
得
税
や
住
民
税
（
町
・
県
民
税
）
を

正
し
く
計
算
す
る
に
は
、
ご
自
身
の
収
入

と
控
除
す
る
も
の
（
必
要
経
費
・
扶
養
控

除
な
ど
）
を
正
し
く
申
告
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

申
告
の
方
法
は
、
確
定
申
告
と
住
民
税

申
告
の
2
種
類
が
あ
り
ま
す
。
確
定
申
告

は
所
得
税
を
清
算
す
る
た
め
の
申
告
で

す
。
確
定
申
告
を
す
る
と
住
民
税
に
つ
い

て
も
申
告
を
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ

れ
に
対
し
て
確
定
申
告
を
す
る
必
要
が
な

い
人
で
、
住
民
税
を
計
算
す
る
た
め
に
申

告
し
て
い
た
だ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場

合
が
、
住
民
税
申
告
と
い
い
ま
す
。

●
「
申
告
し
な
く
て
い
い
人
」

①
年
末
調
整
さ
れ
た
給
与
所
得
の
み
が
収

入
の
人
（
給
与
収
入
の
合
計
が
2
千
万
円

を
超
え
る
人
は
確
定
申
告
が
必
要
で
す
）

②
中
学
生
以
下
で
収
入
の
な
い
人

●
「
申
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
」

申
告
し
な
く
て
い
い
人
に
該
当
し
な
い

人
は
、
す
べ
て
確
定
申
告
ま
た
は
住
民
税

申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

「
収
入
が
な
か
っ
た
か
ら
」「
年
金
収

入
だ
け
だ
か
ら
」「
税
金
が
か
か
ら
な
い

程
度
し
か
収
入
が
な
い
か
ら
」
と
い
う
の

は
、
申
告
を
し
な
く
て
も
い
い
理
由
に
は

な
り
ま
せ
ん
。
決
め
ら
れ
た
期
間
内
に
忘

れ
ず
に
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

申
告
を
さ
れ
な
い
と
、
正
し
い
税
額
を

求
め
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
特
に
年
金

受
給
者
の
中
に
は
、
申
告
が
な
か
っ
た
た

め
に
、
税
法
に
よ
る
課
税
と
な
っ
て
し
ま

う
人
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

①
所
得
証
明
書
が
発
行
で
き
な
い
。

②
国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減
措
置
が
受
け

ら
れ
な
く
な
る
と
と
も
に
、
高
額
医
療

費
の
自
己
負
担
限
度
額
が
高
く
な
る
。

③
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
限
度
額
が
高
く
な

る
。

な
ど
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

①
収
入
を
証
明
す
る
資
料

源
泉
徴
収
票
、
支
払
調
書
な
ど

営
業
所
得
や
農
業
所
得
な
ど
が
あ
る
人

は
、
収
支
内
訳
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

収
支
内
訳
書
の
作
成
に
は
、
収
支
の
内
容

を
明
確
に
す
る
帳
簿
や
領
収
書
な
ど
の
準

備
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

②
控
除
を
証
明
す
る
資
料

生
命
保
険
・
地
震
保
険
・
損
害
保
険
の

支
払
証
明
書
、
国
民
健
康
保
険
・
国
民

年
金
の
領
収
書
、
障
害
者
手
帳
な
ど

③
印
鑑
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ど

申
告
が
必
要
な
人
・
不
要
な
人

申
告
し
な
い
と
ど
う
な
る
の
？

申
告
に
必
要
な
も
の

●
受
付
期
間

2
月
16
日
c
か
ら
3
月
15
日
b
ま
で
で

す
。
た
だ
し
、
次
の
よ
う
に
申
告
に
よ
り

所
得
税
の
還
付
が
見
込
ま
れ
る
人
に
つ
い

て
は
、
2
月
１
日
b
か
ら
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

①
災
害
や
盗
難
に
あ
っ
た
場
合
（
雑
損
控

除
）

②
多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た
場
合
（
医

療
費
控
除
）

③
マ
イ
ホ
ー
ム
を
ロ
ー
ン
で
購
入
し
た
場

合
（
住
宅
借
入
金
等
特
別
税
額
控
除
）

④
年
末
調
整
さ
れ
て
い
な
い
給
与
所
得
者

や
年
金
受
給
者
で
、
所
得
税
の
還
付
が

見
込
ま
れ
る
人

●
受
付
場
所

松
岡
地
区
…
…
役
場
税
務
課

永
平
寺
地
区
…
永
平
寺
支
所

上
志
比
地
区
…
上
志
比
支
所

混
雑
を
避
け
る
た
め
、
地
区
別
に
受
け

付
け
日
程
を
設
定
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
先
に
配
布
し
ま
し
た
申
告
相
談
日

程
表
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

な
お
、
確
定
申
告
は
、
福
井
税
務
署

（
福
井
春
山
１
丁
目
　
春
山
合
同
庁
舎
内
）

で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

福
井
税
務
署
で
は
、
2
月
21
日
a
と
28

日
a
の
両
日
、
確
定
申
告
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定
申
告

書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で
は
、
画
面
の
案

内
に
従
っ
て
金
額
な
ど
を
入
力
す
れ
ば
、

税
額
な
ど
が
自
動
計
算
さ
れ
、
所
得
税
の

確
定
申
告
書
な
ど
を
作
成
で
き
ま
す
。

作
成
し
た
デ
ー
タ
は
、
印
刷
し
て
書
面

に
よ
り
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
ほ
か
、

電
子
申
告
（
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
）
を
利
用
し
て

提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
を
利
用
し
て
所
得
税
の
確

定
申
告
を
す
る
と
、

・
最
高
5
0
0
0
円
の
税
額
控
除

・
添
付
書
類
の
提
出
省
略

・
還
付
金
が
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー

・
所
得
税
の
確
定
申
告
期
は
24
時
間
受
付

と
い
っ
た
特
典
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

h
ttp
://w

w
w
.n
ta
.g
o
.jp

申
告
受
付
期
間
と
場
所

税
務
署
で
は
日
曜
受
付
を
実
施

申
告
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

福
井
税
務
署
　
1
23
‐
2
6
9
0

役
場
税
務
課
　
1
61
‐
3
9
4
4

申
告
書
の
作
成
は
、
便
利
な

「
確
定
申
告
書
作
成
コ
ー
ナ
ー
」で
！

ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
で
確
定
申
告
を
！



 
●布団類 
枕、掛け布団、敷き布団、毛布、シーツ、タオ
ルケット、座布団など  
●衣類  
寝間着、浴衣、パジャマ、割烹着、エプロン、
アームカバーなど  
●その他  
カーテン、布製ブラインド、じゅうたん、幕類、
障子紙、自動車やバイクのカバーなど 
 
　ただし、あくまでも防炎製品は「燃えにくく加
工されている」ということです。全く燃えないか
ら火災にならないというものではありません。防
炎製品の活用は、火災予防対策と組み合わせるこ
とにより効果を発揮するもの。『防炎製品を使用し
ているのだから大丈夫だろう…』と考えて日頃の
住宅防火対策をおろそかにしないようにしましょう！ 
 
防火・防災及び自主防災組織訓練の相談は、 
最寄りの消防署へ 
　永平寺町消防署 161 - 0179　FAX61 - 0168 
　永平寺分署　　 163 - 2345 
　上志比分署　　 164 - 2180 
　ホームページアドレス 

http://www.shobo.town.eiheiji.lg.jp

消防 消防 
火災を拡大させないために…… 

このマー
クが 

目印です
!

生活の中に防炎製品を取り入れましょう 
防火はまず身の回りから 

■ 防炎製品の特徴 

■ 防炎製品の種類 

　生活の中に存在する多くの繊維製品は、燃えや
すい性質があるため、たばこやライターなどの小
さな火源に触れても着火しやすく、火災に至る要
因の一つになっています。燃えやすい性質を改良し、
燃えにくくした素材を使用して作られているのが
防炎製品。防炎製品が家庭にも普及すれば、火災
による被害の軽減に大きな効果が上がります。あ
なたの家庭でも、防炎製品を取り入れていくこと
をお勧めします。 
 
 
①火が着きにくい！  
　通常繊維は燃えやすい素材が多いですが、防
炎製品は繊維を改良する
ことにより、たばこやラ
イターなどの小さな火源
に触れても燃えにくくな
っています。 
②炎が拡大しない！  
　防炎製品は、たとえ火
が着いても燃え広がらな
い性質があり、火が着い
ても黒く焦げるだけです。 
③毒性がなく安心！  
　防炎製品は、衣類や寝具など直接肌に接触す
る場合や乳幼児がしゃぶったりする場合がある
ため、法律で禁止されている化学薬品はもとよ
り、禁止されていない化学薬品であっても厳し
い試験を行い、毒性・発ガン性・皮膚障害性な
どが無いと認められたものです。 

衣類の着火実験。左の
防炎製品は着火点が焦
げる程度なのに比べ、
右の普通の衣類は燃え
広がっています 

         

　
家
電
製
品
や
家
具
な
ど
の
不
用
品
を
「
無

料
回
収
」
す
る
と
宣
伝
す
る
業
者
に
依
頼

し
た
ら
、
車
に
積
み
込
ん
だ
あ
と
で
高
額

な
料
金
を
請
求
さ
れ
た
と
い
う
事
例
が
、

県
内
で
発
生
し
ま
し
た
。 

　
不
用
品
の
売
買
や
廃
棄
物
の
回
収
は
、

原
則
と
し
て
公
安
委
員
会
や
市
役
所
・
町

役
場
に
許
可
を
受
け
た
業
者
し
か
行
え
ま

せ
ん
。
違
法
な
回
収
業
者
へ
の
処
分
依
頼

は
、
ト
ラ
ブ
ル
や
不
法
投
棄
に
つ
な
が
る

恐
れ
も
あ
り
ま
す
。
回
収
業
者
や
不
用
品

の
処
分
方
法
に
つ
い
て
は
、
各
市
町
の
廃

棄
物
担
当
課
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。 

　
ま
た
、
回
収
業
者
と
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き

た
場
合
は
、
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
1

22
‐
1
1
0
2
）
ま
た
は
最
寄
り
の
警
察

署
・
駐
在
所
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

不
用
品
・
家
電
製
品
な
ど
の 

　
回
収
に
関
す
る
高
額
請
求
の
事
例 

事
例
1
　「
無
料
回
収
」
と
放
送
し
な
が

ら
ト
ラ
ッ
ク
で
巡
回
し
て
い
た
回
収
業

者
に
テ
レ
ビ
、
冷
蔵
庫
、
洗
濯
機
、
エ

ア
コ
ン
の
室
外
機
の
回
収
を
依
頼
し
た

と
こ
ろ
、
ト
ラ
ッ
ク
積
み
込
み
後
に
12

万
円
の
請
求
が
あ
っ
た
。
手
元
に
9
万

5
千
円
し
か
な
か
っ
た
た
め
、
9
万
5

千
円
を
支
払
っ
た
。（
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
に
相
談
し
、
回
収
事
業
所
に
連
絡

し
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、
後
日
9
万
5

千
円
が
全
額
返
金
さ
れ
た
） 

事
例
2
　「
無
料
回
収
」
と
放
送
し
な
が

ら
ト
ラ
ッ
ク
で
巡
回
し
て
い
た
回
収
業

者
に
テ
レ
ビ
、
冷
蔵
庫
、
洗
濯
機
の
回

収
を
依
頼
し
た
と
こ
ろ
、
14
万
円
の
請

求
が
あ
っ
た
。
手
元
に
3
万
円
し
か
な

か
っ
た
た
め
、
そ
の
場
で
3
万
円
支
払

っ
た
。（
回
収
業
者
と
連
絡
不
能
。
返

金
さ
れ
ず
） 

    

　
申
込
不
要
、
入
場
無
料
、
入
退
場
自
由

で
す
。
ど
な
た
で
も
ご
来
場
で
き
ま
す
。 

と
　
き
　
2
月
11
日
（
木
・
祝
）
13
時
〜

16
時
（
受
付
は
12
時
30
分
か
ら
）
 

と
こ
ろ
　
福
井
県
生
活
学
習
館
（
ユ
ー
・

ア
イ
ふ
く
い
）
　
福
井
市
下
六
条
町
14

‐
１
　
1

41
‐
4
2
0
0 

内
　
容
　 

●
個
人
面
談
コ
ー
ナ
ー
（
職
員
採
用
予
定

の
あ
る
社
会
福
祉
施
設
や
事
業
所
（
40

事
業
所
）
の
人
事
担
当
者
と
直
接
面
談
） 

●
福
祉
の
仕
事
・
資
格
相
談
コ
ー
ナ
ー 

●
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
コ
ー
ナ
ー 

●
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
相
談
コ
ー
ナ
ー 

       

持
参
物
　
筆
記
用
具 

主
　
催
　
社
会
福
祉
法
人 

福
井
県
社
会

福
祉
協
議
会
、
福
井
公
共
職
業
安
定
所 

      

　
関
西
大
学
の
法
学
部
生
、
教
授
、
Ｏ
Ｂ

弁
護
士
及
び
県
顧
問
弁
護
士
が
無
料
で
法

律
相
談
に
応
じ
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま

す
。 

と
　
き
　
3
月
14
日
（
日
）
10
時
〜
16
時
 

と
こ
ろ
　
Ａ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
Ａ
《
ア
オ
ッ
サ
》 

　
6
階
　
1
20
‐
1
5
3
5 

申
込
期
間
　
2
月
15
日
（
月
）
か
ら
申
し

込
み
開
始
（
定
員
25
人
で
締
切
） 

申
込
方
法
　
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
子
メ
ー

ル
。
ま
た
は
直
接
県
庁
へ 

       

　
福
井
県
司
法
書
士
会
で
は
、
2
月
を「
相

続
登
記
は
お
済
み
で
す
か
月
間
」
と
定
め
、

無
料
相
談
を
行
い
ま
す
。
相
続
登
記
を
は

じ
め
、
遺
言
、
遺
産
分
割
協
議
な
ど
相
続

に
関
す
る
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。 

と
　
き
　
2
月
1
日（
月
）〜
28
日（
日
） 

と
こ
ろ
　
県
内
各
司
法
書
士
事
務
所 

相
談
例
　「
登
記
名
義
人
が
先
々
代
の
ま

ま
で
す
」「
パ
ー
ト
ナ
ー
に
全
財
産
を

相
続
さ
せ
た
い
の
で
す
が
…
」「
相
続

人
の
中
に
行
方
不
明
の
人
が
い
て
、
遺

産
分
割
協
議
が
で
き
な
い
」
な
ど 

    

　
法
律
問
題
を
は
じ
め
、
日
ご
ろ
く
ら
し

の
中
で
困
っ
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
、
弁

護
士
や
金
融
の
専
門
家
な
ど
が
お
応
え
し

ま
す
。
相
談
料
は
無
料
で
す
。 

と
　
き
　
2
月
13
日
（
土
）
13
時
〜
16
時
 

と
こ
ろ
　
勝
山
労
働
福
祉
会
館
 

（
勝
山
市
昭
和
町
1
‐
1
‐
9
）
 

町の花「梅」 

不
用
品
・
廃
品
回
収
業
者
と
の
 

ト
ラ
ブ
ル
に
ご
注
意
を
！
 

福
祉
の
職
場
説
明
・
面
談
会
で
す
 

ふ
く
い
福
祉
就
職
フ
ェ
ア
 

問
合
せ 

環
境
課
　
1
61
‐
3
9
4
6

問
合
せ 

　
　
　
社
会
福
祉
法
人 

福
井
県
社
会

福
祉
協
議
会 

福
井
県
福
祉
人
材
セ
ン

タ
ー
　
1
21
‐
2
2
9
4

問
合
せ 

　
　
　
福
井
県
司
法
書
士
会
　
1
30
‐

0
0
0
1
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
30
‐
0
0
0
2

申
込
・
問
合
せ 

　
　
　
　
　
　
福
井
県
総
務
部
情
報
公

開
・
法
制
課（
福
井
市
大
手
3
‐
17
‐
１
）

1

21
‐
0
2
4
6
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
26
‐

1
1
7
1
　
 

メ
ー
ルkoukaihou@

pref.fukui.lg.jp

　
チ
ャ
イ
ル
ド
ル
ー
ム
あ
り
ま
す 

　
13
時
〜
17
時
、
１
人
3
0
0
円
 

　
ご
利
用
の
場
合
は
１
週
間
前
ま
で
に

財
団
法
人
ふ
く
い
女
性
財
団
（
1

41
‐

4
2
5
4
）
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

関
西
大
学
と
県
と
の
連
携
に
よ
る
 

無
料
法
律
相
談
会
 

相
続
登
記
に
関
す
る
無
料
相
談
会
 

く
ら
し
な
ん
で
も
相
談
 

　
　
　
　
　
　
福
井
県
労
働
者
福
祉
協

議
会
　
1
21
‐
5
9
2
9
　
 

ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
福
井
 

　
7
0
1
2
0
‐
6
2
9
‐
4
1
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主
催
・
問
合
せ 

伐採木材を　　　お譲りします 伐採木材を　　　お譲りします 伐採木材を　　　お譲りします 
　福井土木事務所では、九頭竜川の洪水被害を防
ぐため、河川敷内の伐木を行います。その際に切
り出された伐採木材を無料でお譲りいたします。
ご希望の人は、下記までお問合せください。 
●期　間　2月中旬～3月下旬（予定） 
●場　所　九頭竜川左岸（上志比地区） 
●問合せ　福井土木事務所 地域整備課 
　　　　　　（福井東グループ）124‐5154 
　　　　　永平寺町役場　上志比支所　地域整備課 
　　　　　　　　　　　　　　 164‐2211

無料で 無料で 

JA吉田郡 経　済　課 63－2660　吉 野 支 所 61－0230 
五 領 支 所 61－1234　永平寺支所 63－3160 
上志比支所 64－2013 
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町の木「油桐」 

„
歩
く
・
聞
く
・
活
か
す
“『
町
長
の
 

炉
ば
た
ト
ー
ク
』行
っ
て
い
ま
す
！
 

便
利
な
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
 

今
な
ら
「
無
料
」
で
取
得
で
き
ま
す
！
 

問
合
せ 

総
務
課
　
1
61
‐
3
9
4
1

         

　
町
民
の
皆
さ
ん
と
気
軽
に
話
し
合
え
る

場
を
設
け
て
、
共
に
考
え
共
に
行
動
す
る

こ
と
を
目
的
に
、
町
で
は
『
炉
ば
た
ト
ー

ク
』
を
行
っ
て
い
ま
す
。
町
内
会
や
団
体
・

グ
ル
ー
プ
な
ど
、
松
本
町
長
と
膝
を
突
き

合
わ
せ
て
、
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
熱
く

語
り
合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

　
ご
希
望
の
場
合
は
、
総
務
課
ま
た
は
各

支
所
町
民
サ
ー
ビ
ス
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。 

    

　
永
平
寺
町
で
は
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー

ド
（
住
基
カ
ー
ド
）
を
利
用
し
た
便
利
な

サ
ー
ビ
ス
の
普
及
促
進
を
図
る
た
め
、
平

成
23
年
3
月

ま
で
住
基
カ

ー
ド
交
付
手

数
料
を
無
料

に
し
ま
し
た
。 

　
住
基
カ
ー

ド
で
は
、
自

動
交
付
機
に

よ
り
各
種
証

明
書
【
住
民

票
（
世
帯
全
員
及
び
個
人
）、
印
鑑
証
明

書
（
個
人
）、
所
得
課
税
証
明
書
（
個
人
）】

を
各
2
0
0
円
で
取
得
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
た
自
動
交
付
機
は
平
日
時
間
外

や
休
日
で
も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。（
永

平
寺
町
役
場
本
庁
は
7
時
30
分
〜
20
時
） 

　
住
基
カ
ー
ド
に
は
ほ
か
に
も
さ
ま
ざ
ま

な
特
典
が
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ

さ
い
。 

     

住
基
カ
ー
ド
の
申
請
に
必
要
な
も
の 

①
公
的
な
身
分
証
明
書
（
写
真
付
き
）（
運

転
免
許
証･

パ
ス
ポ
ー
ト･

身
体
障
害

者
手
帳
な
ど
） 

②
印
鑑
登
録
カ
ー
ド 

③
印
鑑
（
認
印
） 

  

問
合
せ 

住
民
生
活
課
　
1
61
‐
3
9
4
6

　国民の皆さまの信頼に応え、一層のサービス向上の
実現を目指し、社会保険庁は組織・人員を一新し、「日本
年金機構」として生まれ変わります。 
 現在あるお近くの社会保険事務所は、新たに「年金事
務所」と名称が変わりますが、年金相談などの窓口とし
て引き続きご利用いただけます。 

年末年始の火災予防 ご存知ですか？　第１号被保険者の独自給付 
年金 年金 

問合せ 住民生活課　161－3945　　　福井年金事務所　123－4516

　第１号被保険者・任意加入被保険者が定額保険料に付加保険料（月額400円）をプ
ラスして納付すると、老齢基礎年金に付加年金が上乗せされます。 
◆付加年金の年金額は、200円×付加保険料納付月数。 
◆お申し込み先は、永平寺町役場本庁及び各支所の窓口です。 
◆付加年金は、老齢基礎年金と合わせて受給できる終身年金ですが、定額のため物価
スライド（増額・減額）はありません。 
◆国民年金基金に加入中の人は、付加保険料を納付できません。 
◆付加保険料の納付は、申し込んだ月分からになります。また、納付期限を過ぎると
納付できません。納付期限は翌月末日（休日・祝日の場合は翌営業日）です。 

　　　　　付加保険料を10年間納めた場合 
　　納める額　（付加保険料）400円×10年（120月）＝48,000円 
　　受け取る額（付加年金額）200円×10年（120月）＝24,000円（年額） 

　　　　　　　老齢基礎年金に生涯上乗せされます 

付加 
年金 

ふ　　　か 

　第１号被保険者として保険料を納めた期間（免除期間を含む）が25年以上ある夫
が亡くなった時に、10年以上継続して婚姻関係にあり、生計を維持されていた妻に
対して60歳から65歳になるまでの間支給されます。 
◆年金額は、夫の第１号被保険者期間だけで計算した老齢基礎年金額の4分の3。 
◆亡くなった夫が、障害基礎年金の受給権者であった場合、老齢基礎年金を受けたこ
とがある場合は支給されません。 
◆妻が繰り上げ支給の老齢基礎年金を受けている場合は支給されません。 

寡婦 
年金 

か　　　ふ 

　第１号被保険者として保険料を納めた月数（4分の3納付月数は4分の3月、半額納
付月数は2分の1月、4分の1納付月数は4分の1月として計算）が36月以上ある人が、
老齢基礎年金・障害基礎年金を受けないまま亡くなった時、その人によって生計を同
じくしていた遺族（①配偶者、②子、③父母、④孫、⑤祖父母、⑥兄弟姉妹の中で優
先順位の高い人）に支給されます。 
◆死亡一時金の額は、保険料を納めた月数に応じて120,000円～320,000円です。 
◆付加保険料を納めた月数が36月以上ある場合は、8,500円が加算されます。 
◆遺族が、遺族基礎年金の支給を受けられる時は支給されません。 
◆寡婦年金を受けられる場合は、どちらか一方を選択します。 

死亡 
一時金 

例 
 
 
 
 
 
 
 
大本山永平寺をライトアップ。永平
寺で最古の建造物である山門（さん
もん）をはじめ、瑠璃聖宝閣（るり
しょうぼうかく）、唐門（からもん）、
報恩塔（ほうおんとう）、鐘楼（し
ょうろう）の 5つの伽藍がライト
アップされ、通用門から山門に至る
外観ルートが特別開放されます。境
内の参道や通路には、手づくりの竹
燈籠や雪燈籠で幻想的な光の参道を
演出します。また、境内の一角では
参拝者に手づくりの涅槃団子（ねは
んだんご）やしょうが湯が振る舞わ
れます。いつもとは違う雰囲気の「永
平寺」をお楽しみください。 

期日　2月11日lw～13日n 
時間　18:00～20:00 
場所　曹洞宗大本山永平寺境内 
料金　外拝観無料（寺院建物内は時
間外につき入れません） 
特典 涅槃団子（ねはんだんご）、し
ょうが湯の振る舞い 
注意 天候や気温によって滑りやす
いことも予想されます。ハイヒー
ルなどの履き物での拝観は十分に
ご注意ください。 
問合 
　永平寺門前観光協会163‐1711 
　永平寺町観光物産協会163‐1188 
 
 
 
 
 
 
 

（大本山永平寺提供） 

イベント情報 
2/11L～ 
　2/13N

雪の永平寺ライトアップ 
冬の燈籠まつり 
雪の永平寺ライトアップ 
冬の燈籠まつり 

電気のことなら　地元で安心 
　　　　アフターサービスも安心 

福井県電器商業組合 
永平寺支部 

電気の見守り隊 有限会社 ヤマギシ 福井県吉田郡永平寺町飯島２３-５ TEL ６３－２６０５　FAX ６３－４２４４ 

ホットあげの直売店（旧まどか） 

食の安心と安全に重視し、美味しい食品作りに心がけています。 

定休日：日・水曜日 

ワンコイン 
・ホットあげ定食 
・あげカレー 500

私 た ち は 熱 い ハ ー ト で お 応 え し ま す 。 

＊松 岡 支 店　61－ 1200 
＊永平寺支店　63－ 3220

＊上志比支店　64－ 2323 
＊福井医大支店　67－ 1900

福井銀行 
http://www.fukuibank.co.jp

詳しくは、企画財政課（1６１－３９４２）まで 
e-mail：kikaku@town.eiheiji.lg.jp

広告掲載募集  
広報永平寺に広告を掲載しませんか？ 

毎　月 
第1金曜日 
発　行 
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